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業務執行理事 小野寺 裕 司 

1 当法人名の改称について 

本年 4 月 1 日付で、法人名を「公益財団法人小野寺パラスポーツ振興会」と改称しまし

た。 

パラスポーツについて、今年のパラリンピックの開催にもより、パラスポーツに勤しむ人

たち、特にパラリンピック種目での活躍が期待される種目や人たちが注目されるなどの光が

当たり、我が国の障がい者スポーツが新たな段階に入ったように感じております。 

しかし、障がいのある児童生徒のスポーツ活動の視点では、パラリンピックで実施される

種目は、身体障がい、特に四肢障がいの方々の種目が主となっておりますので、当法人が支

援を行う特別支援学校等のスポーツ普及・振興とは、大きな差異があります。 

当法人は、これまで実施してきたフットサルや各学校・教師が工夫開発している障がい児

の個に応じたスポーツ種目の支援を、今後もより一層充実して支援し、障がい児が楽しみを

広げ、逞しい子供になるよう特別支援学校等のパラスポーツの充実に寄与してまいります。 

 

2 今年の小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の中止と一般財団法人日

本ライオンズ設立記念全国特別支援学校フットサル大会について 

コロナウィルス感染症が拡大し、ワクチン接種が終わらない状況等を鑑み、本年７月３０

日に予定していた今年の大会を中止しました。 

 しかしながら、今年度新たに特別支援学校の全国フットサル大会が、一般財団法人日本ラ

イオンズ(ライオンズクラブ国際協会に所属する日本の皆様により設立された法人)主催で、

今年１１月６日、札幌市で開催されることになりましたので、この北海道予選として「小野

寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会」に参加希望していた道内特別支援学校高等部校１６

校で抽選を行いました。また、その後、棄権した東北と四国地域の代替特別枠がありました

ので、全国大会には北海道から２校参加することになりました。この「日本ライオンズ設立

記念全国特別支援学校フットサル大会」には、北海道函館高等支援学校、北海道札幌あいの

里高等支援学校、北信越地域から石川県立いしかわ支援学校、東海地域から愛知県立名古屋

聾学校、関西地域から兵庫県立のじぎく支援学校、中国地域から広島県立三原特別支援学校、

九州地域から鹿児島城西高等学校(普通科共生コース)が参加いたします。(資料１) 

 

3 札幌市特別支援学級へのエスポラーダ北海道のフットサル支援について 

 年度途中での当法人の新たな取組として、「特別支援学級へのフットサル等スポーツ活動

の普及」を北海道庁に申請し、実施の許可を受けました。当法人は、これまで専ら特別支援

学校だけを対象に事業を実施していたのですが、札幌市特別支援学級・通級指導教室設置校

長会より特別支援学級でのパラスポーツ活動の必要性から依頼され、それを受けて実施する

ものです。また、この指導には、当法人小野寺眞悟理事長が理事長を兼ねている一般社団法

人エスポラーダ北海道スポーツクラブが請け負って、年間５０回を目途に、札幌市内特別支

援学級に出向いて１単位時間の活動を行うこととしております。(資料 2) 
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   第１回業務執行の状況報告について 

 このことにつきまして、「法人名の改称」「小野寺眞悟杯の中止」「特別支援学級への支援」

の３点について、別添として報告いたします。 

 今後も何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 


